
各所属長 殿                           令和 8 年 9 月 13 日 

湘南地区柔道協会 

会 長 加藤 学 

(公印省略) 

謹啓 秋涼の候、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

  さて、この度下記要項により第 56 回湘南地区柔道段別選手権大会を開催することになりました。 

つきましては、斯道奨励の為、貴所属（学校・クラブ・道場）の多数の選手参加を賜りますようご案内申

し上げます。 

敬具 

 

第 56 回湘南地区柔道段別選手権大会要項   

 

１．主  催  神奈川県湘南地区柔道協会 

２．後  援  神奈川県柔道連盟・神奈川県柔道整復師会・湘南地区内各市町村柔道協会 

３．期  日  令和 8 年 11 月 1 日（日）午前 9 時 30 分開会 

              女子（全て）・男子無段  9 時集合        

              男子初段以上      10 時 30 分集合     

４．会  場  三機 MIRAI スポーツセンター大和（大和スポーツセンター） 

         4 階第二武道場（大和駅徒歩 7 分）  

５．出場資格 （１）無段・初段・弐段・参段・4 段・5 段の者 

       （２）全日本柔道連盟に湘南地区から登録をしている者（中学生以上） 

       （３）礼法、受身を十分に修得し、所属長が出場許可した者 

       （４）中学生においては、3 級以上を取得している者（3 級は審査会にて講習のみで合格） 

６．申込期日  令和 8 年 10 月 17 日(土）必着、大会申込書に必要事項を記入の上、現金書留で申しむこ

と。尚、締め切り後の申し込みは受け付けない。  

                

７．申込場所  〒252-0335 相模原市南区下溝６００－８ 

        湘南地区柔道協会事務局  徳留義見 宛  ℡042-778-0719 FAX042-714-0733 

                         メール syounan.judo@gmail.com 

 

８．参加料   無段 2000 円  初段・弐段 2500 円  参段 3000 円  4 段以上 3500 円 

９．試合方法  無段から参段まではトーナメント式、40 歳以上及び 4 段以上は個人試合とする。  

        尚、本大会は安全性を考慮し会場の都合上、分散開会とする 

10．試合時間  3 分とする。 

 

11．審判規定  国際柔道連盟試合審判規定「2025 年改正」及び本大会申し合わせ事項を適用する。 

        勝敗の決定基準は、「一本」「技有」「有効」「僅差」「判定」とする。 

        「僅差」は、双方の選手に技による評価（技有・有効）がない場合又は同等の場合、「指導」

が 2ある場合に、少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとする。 

        「判定」は、技による評価（技有・有効）、「指導」が同数又は「指導」1場合、旗判定で勝敗 

を決定する。（GSは行わない） 

        無段者（男女）は、関節技・絞技を施す事を禁止とする。 
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12．特  典  (1)本大会に 2 級以下で出場した者は湘南地区柔道協会審査会にて審査し、1 級として取

り扱う。 

(2)本大会に出場し獲得した勝点は、昇段審査勝点と同等に扱う。 

 

13．表  彰  各階級成績優秀者には、賞状並びにメダルを授与する。 

 

14．その他  （１）試合は年齢等を考慮して同等の条件で組み合わせを作成します。 

          特に 40 歳以上の方及び参段以上の出場者を歓迎します。 

       （２）出場者全員に傷害保険をかけてあります。但し、不慮の負傷、疾病については、応急

処置は施すがそれ以上の責任は負わない。 

     （３）納入した参加料は不参加の場合でも返却しません。 

     （４）特に本年昇段希望者（書類推薦等）は進んで出場して下さい。 

       （５）出場者は必ずゼッケン（名字・所属）を付けること。ゼッケンのない者は出場できな

い。 

       （６）盗難予防の為、所持品は各所属でまとめ、責任を持って管理する。 

       （７）ゴミ、ペットボトル等は、各自持ち帰る事。 

       （８）下足の管理の為、各自ビニール袋（下足袋）を持参してください。 

（９）皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において

必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅

速に医療機関において、的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症が発覚し

た場合は、大会への出場ができない場合もある。                                  

       （10）脳振盪対応について 

          選手および指導者は下記事項を遵守すること。 

(ア) 大会前１ケ月以内に脳振盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の

許可を得ること。 

(イ) 大会中、脳振盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とす

る。 

（なお、至急、専門医（脳神経外科）の精査を受けること。） 

(ウ) 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

(エ) 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を

提出すること。 

       （11）不明の点は、事務局 徳留義見（☎090-3206－8365）宛に問い合わせる。 

 

        ※ 組み合わせについては、主催者側で行い、10月 24日（土）までに、当協会 

ＨＰに掲載いたします。同時に各試合場の詳細な集合時間も掲載いたします。 

         当日の進捗状況により多少の時間変更、人数制限を行う事もあります。 

        ※ 本大会のプログラムについては、配布致しませんので、各自組み合わせ表を

プリントアウトして下さい。 


